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1.は じ め に

此 の試験 はあ まり固苦 しい考え方 ではな く,現 在 自分 の取 りかか って来た硬質アルマイ トの評価

方法即 ちJISH8682耐 摩 耗性試験方法(3)の 平 面摩耗試験 に制定 され且 つISQ/rC79/SC2

/WG9硬 質 アルマ イ ト部門で審議中である カーボランダムペーパー貼付研削輪 使用の平面研摩試

験 機を使用す る耐摩耗試験方法につき,こ れがどのよ うな限界 に拠 れば硬質アルマ イ トの耐摩耗性

を正確 に評価 できるかを調 べる為 に試みた極 く私的な実験 の報告である。私 は昭 和8年 に ア ルマ

イ ト1ζ取 り掛 り,昭 和9年 にFig.1の 略 図 のような摩耗テスターを木で 自製 し手廻 しでペーパ

ー十1か ≠0か の布ペーパ ーを刃(10観 ×10㎜)に 捲 きつけ5559の 荷 重が これにかかるよ う

に鉛 の重錘を載せ,10往 復 毎にペーパーを取 り替 えては下地 初 の現われるまでの回数を見て,ア

Fig.1手 廻 し平面摩耗試験機(昭 和9年)



一 解 説 一

ルマイ トの耐摩耗性 を見た。 この方法 により2000回 程 も耐えた しゅう酸アルマイ ト皮膜は非常に

耐摩耗性が大 きい。悪いのは200回 位 で下地 が出て しまうと云 うよ うな子供だま しのようなテス ト

を した ことがあったが これで結構正確 な比較値を得た と覚 えている。 このよ うなテス トを した理由

は一般の耐摩耗試験に使われて いる取 り変 えない鋼片 や特殊の摩擦片 を使用す ると,た とえその表

面を再清掃 して もアルマイ トへ の当 りは2度 目の当 りか らは摩擦粉を潤滑剤 としたものになりその

アルマ イ トの初 めの本質の耐摩耗性 は判 らない ことになると考え られるか らである。それで私 はそ

の後 も何 とか私 の考 えに合うような耐摩耗性の試験機 はない ものかと気 にかけていた ところ丁度 私

の考え方 を もっと進 めて自動的 に新 規のペーパ ー部分を出現 させる構造 のErichsen耐 摩 耗テス

ターに出合った。 ところがそれをスガ試験機 ㈱ の須賀 嘉 氏 はもっ と進めて負荷が最 も正確 にかか

るような設計 の本試験 機を造 られ,こ れで実際に硬質 アルマイ トに対 する試験 をす る機会を与え ら

(a)表 面(b)表 面

A=バ リヤー層略無孔皮膜

B=前 バ リヤー層であ った部分 で

未だ電解質が通 じていない

C=電 解質が触 れて来て,酸 化乃

至水酸化層 にな った部分

(Th.Rumme1に よ る)

　　　ゆ ぶがが 　　　　 おが へ　ボ　　　 　　き　 ミ

(c)破 断 面(d)破 断 面

Fig.2陽 極 酸化 アル ミニ ウム

皮膜構 造

Fi.口,

5℃,351亀/罐 蒸 気Sealingし た も の

左 側(a),(c),(e)はSealingな し

右 側(b),(d),(f)はSea】ingし た

(日 軽 総1石牙に よ る)

(e)皮 膜裏 面(f)皮 膜 裏 面
_6∩A1"人A悼 詔h77γ 霜 酵靴+7謄7、A4▲/.2
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一 解 説 一

たれわけである。なお遅 ればせなが ら今一度硬質アルマイ トの摩耗とい うことを考えて見 ると,こ

の皮膜 は本質的にFig.2の 型 であ り,こ れを電子顕微鏡 で見 るとFig.3の よ うである。そ して

膜は周知 の通 り脆 く硬い ものである。今 これに1つ の硬い相手物質が摩擦する と,こ の表 面には擦

過組織が発生す る。

この組織 を想像 するためDr.KissinのSurfaceFlowbyPIasticDeformationの 例

(G。}{.KissinFinishingofAluminium

P.207よ り)を 示す。今PearliteStee】 の

縦 目の組織を100メ ッシのアル ミナベル トで仕

上 げた時 の変化をFig。4.の 通 りに示 して居 る。

硬質アルマイ トでも硬 い 】つのきまった物質で

摩擦すると丁度 これと同 じように擦過傾斜組織

と粉末部が発生 し,こ れに繰返 し摩擦 すれば当

初の摩耗 と後続の摩耗 とはその態様 は著 しく変

るに違いない。 そして本質的耐摩耗性 は求める

ことがで きないに違 いない。

Fig.4パ ー ライ ト鋼 の100メ ッシアル ミナ

ベル トで磨 いた組織(2000X)

左:事 実上カーバ イ ドの曲 りな し

中央:表 面削 りで少 しカーバイ ド板

の曲が りあり

右:削 でカーバ イ ド板が粉砕

2研 削輪 平 面 摩 耗 試 験 機 に つ い て

こ ＼に関与する試験機の構造 はFig.5,ヌ 実 使用機械 はFig.6の2台 である。 これは摩擦部

として正確な摩耗性 を示す研削材 の裏 に粘着糊 を付 けたCarborundumpaper(本 試 験 で は

B面1er社 の ≠320メ ッ シヌ は≠240メ ッシ)を50観 φ ×12㎜ 巾 の摩擦輪に張 りつけ適度 の荷

重 を正確 に与 えて40rpmの 速 度 で行程30観 で往復摩擦 し各一往復(DoubleStroke,即 ち

DS)毎 に輪を0.9° 宛 回転(従 って400DSで1回 転.新 ペーパーと取換)し てペ ーパーの新面を摩

擦面に常に出す。これを或摩擦回数で幾許の皮膜厚 さが減少するか,そ の100DS当 りの膜減量即

ち μ7η/100DS,又 は重量減 ㎎/】00DSを 求 める方式 である。 つまり此の試験法 で乾燥 摩耗

試験 を完全に行 うことがで き,且 つ各回の摩擦が常に最初 と同様の条件 で行 われて,或 る限界 の摩

擦力によって幾 らの皮膜が摩耗減 されるかが見 られる。 この際 あまりに小量 の摩減量では試験片相

互の耐摩耗度 の比較ができない。ヌ余 りに多 くのDSで は所要時間が多 くかか り過 ぎ互いの比較 に

不便であり,且 つ多 い ことは必ず しも正確 な比較を示す ことにはな らない。 その適度 の ものを知 る

為に実験す る。
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一 解 説 一

Fig。5.平 面 摩 耗 試 験 装 置 の 一 例

試験片押え板
/摩 擦輪

/案 内定規
箋ノ 試験片取付台

往復運動用モータ臥
'

荷重つまみ

荷欝

Fig.6.実 使用平面摩耗試験機

2台 廣
、ロ鉱 戒 疋 器

源 スイッチ

ス ー ス ・チ

停止 スイッチ

∀
a実 験1

3.1目 標

硬質 アルマイ ト製品 の耐摩耗性 の比較 をするにはどんな規準を設定すればよいか,そ の明確 に し

な ければならない具体的な項 目として次 の事 が考え られる。

1)何DSで 比較すればよいか,2)比 較 の際 の減耗度,100DS当 りに何 μ筑 ヌ は何㎎

程度 にすれば最 も判別が明瞭 になるか,3)そ れ に必要 なペーパ ーの粗 さ,

4)そ れに必要 な荷重,5)使 用 機械 に特有な個性がないか

例 えば この摩擦 は往復運動 であるか ら往復時 にジャンピング現象が あり,ヌ どこかで最 も平静 な

摩擦回数読取器
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一 解 説 一

減耗度を示す場 所がある筈 であ る。 これ らは実験 の中で検討で きる筈 である。

3.2試 験 片

硬質 アルマイ トのアル ミニ ウム材料 一1050-H24,大 き さ2t×100㎜ ×100㎜,電 解条件

一 〇℃3 .5A/a㎡40分,電 解液 一147卿H2SO4,膜 厚 測定 はPermascopeを 毎 回 プ

ラステ ィック膜厚規準板で チェック して行 った。 その指示値 は非常に安定 していた。

3.3実 験1

この実験は要す るに3.1のD～5)項 を明 らか にす

る ことである。そ こで各試験片 の相似面 を何回 も試験 し

たが,そ の際 にFig.7に 示 す通 り,膜 厚計測箇所にモ

ーター側 か ら1→7の シンボルマークをつけて測定 し

た。又試験 の摩擦回数(DS)は 相 当 に長い2000DSま

で の ものまで行 った。ペーパーはB冠hlerの ≠320と

≠240を 適 用 したが,下 記 の事情 により結果 の比較用 に

はペーパー粗 さ≠240で800DSを 適 用することが妥 当

であると考 える結果 になった。 その理由は,

3,1-2)の 減 厚 目標 は大体1.5μ η/100DS位 は な

い と判 り難 い。

3.!-3)は 前 述,3.1-4)試 験 機は当初荷重能力

700〃 ∫ の小機 のみを借 りられたが後 に更 に2.7陶 ∫ の

大機 をも借 りられたので,7009∫,L2,1.5,2.0,2.5

陶 ∫ などを一応実験 できた。

3.1-4)で は摩擦部分 にFig。7に 示 したよ うに 】

～7の マークを付 けて,減 退速度を見 た結果,此 種 の往復

摩擦機構 には始動 モーターに向って波荷重 の個性 はある

Fig.7平 面 摩 耗 試 験 跡

%は 膜厚測定Spots

を示 す。

がモー ター側近点 のジャンピング附近を除 いた部分の中央 あた り即 ち,%3,4あ た りに1つ の

ConsistentWearingの 平面摩耗部分がある ことが データの中か ら判 った。

また実験 の当初は1200DSを 比 較規準用摩擦DSに しようと したが,よ り短 か く且つ正確 さは

800DSに もあ るので後 に800DSを 比較用DS数 と した。 この場合荷重 も減厚量 目標 に近付 ける

為 に2K窪 ∫に した。但 し皮膜厚 さ30μ 肌以下 の硬質や2000番 代Cu含 有 合金 は皮膜 が硬質品 と

雛 も耐摩耗性が低い為 と,ジ ャンピングエフェク ト部分 はより早 く下地が出る為に400DSで 数値

400-100
μ飢/100DSを 出 さねばな らない ことになる。 また試験 の最初には試験片をとり3
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一 解 説 一

の表面が摩擦 にな じみが少 く異常数値 を示すことが多 いので,最 初 の100DSは 上 に も示す通 り勘定

に入 れない ことに した。更 に実験結果中22)～25)は 最 近 の数字であるが非常に安定 している こ

とが見 られるであろう。 また測定箇所 はモーター側か ら1～7と マーク したが,1と7は データで

見 られ る通 り異常数値を出す ことが多いので殆 ん どの ものは計算か ら除外 した。なおゴム輪がつい

た摩擦 輪について も実験 したが ゴムの影響が出たので今 回はこれを省略す る。

Table1に1)～25)に 渉 って実験 データを示す。

Table1.荷 重 容 量7009(small)と3陶(large)の2台 の

平面 摩 耗 試験 機 に よ る硬 質 ア ルマ イ ト摩 耗 テ ス ト1050材

1)Test%12.2K宴 ∫AIringforwearingpaper≠240LargeMachineTP1⊥

(μ ηL)

pots
DS

1 2 3 4 5 6 7
一
X

2～6

7

2～4
-

X

03

】00

400

85.2

82.8

78.2

86.3

84.1

89.5

89.9.

86.3

81.1

90.7

86.3

82.8

90.7

89.0

83.9

91.6

90.7

82.8

92.5

89.9

89.9

89.52

87.0】

81.26

89.84

87.28

81.20

88.97

85.57

81.1】/7.86

85.57-81.11
=1 .487μ ηレ/100DS3

2)Test%13.7003∫ 十240SmallMachine,TP3.⊥(μ7π)

SPQts 一 2～6 2～4

DS
1 2 3 4 5 6 7 X 一

X

一

X

03 81」 81.1 8n 81.1 81.1 81.1 82.9 81.36 81」0 8nO

100 77.5 78.4 76.6 78.4 79.3 78.0 79.3 78.21 78.03 77.80

800 74.7 75.8 75.6 76.6 75.8 74.9 76.2 75.66 75.57 76.00/18

1200 72.3 73.1 72.2 72.7 72.2 71.8 75.8 72.87 72.38 72.67/8.43

1600 69.6 70.5 69.6 70.7 68.7 67.0 79.3 71.08 69.35 71.03

2000 67.0 67.8 67.4 68.7 65.2 64.8 64.3 66.46 66.82 67.97

2400 66」 65.5 65.4 65.5 63.4 59.9 66」 64.56 64.30 65.47

77.8076.00
=0257μ2π/100DS

7
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一 解 説

3)Test%15.7005ゲ 十240 SmallMachine,TP1.⊥(μ7π)

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7

一
X

2～6
-

X

2～4
-

X

03 83.7 84.6 84.6 84.6 85.5 84」 86.2 84.76 83.96 84.6

100 82.8 83.7 84.1 83.5 84.4 84.1 83.4 83.71 83.96 83.77

400 82.8 81」 81.2 81.1 8n 79.7 81.3 8L19 80.84 81.33

800 85.5 78.4 78.4 78.0 77.5 79.9 76.2 78.56 77.64 78.27/5.5

1200 84.6 74.4 74.9 74.9 74.0 70.9 74.9 75.51 73.82 7473/9.04

1600 83.7 71.4 71.4 70.5 70る 64.8 63.4 70.81 69.22 71.10

83.77-78.27
・=0 .7857μ 〃ろ/100DS7

4)Test/616.7005ゲ 十240 Sma11 TP 1.⊥(μ7π)

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7

一

X
2～6

-

X

2～4
-

X

100 84.6 84.6 84.6 84.6 84.6 85.6 85.6 84.89 84.8 84.6

400 82.4 82.4 82.4 81.9 81.9 82.8 85.0 82.69 82.28 8223

800 79.3 80.2 79.3 79.3 78.0 78.4 79.3 79」1 79.04 79,6/5.0

1200 75.8 74.9 75.8 75.3 74.0 74.1 74.0 7484 74.82 75.33/927

1600 72.7 72.4 72.9 72.4 70.5 692 74.4 72.07 71.48 72.57

79.6-84.6
=0 .714μ 〃2/100DS7

5)Test%17。700諺 十240 Sma11 TP1.⊥(μ 肌)

spots

DS 一2 3 4 5[ 6 7
一
X

2～6
-

X

2～4
-

X

03 84.9 85.9 86.3 86.8 86.3 868 86.6 86.23 86.42 86.33

100 85.5 84.9 86.3 86.2 85.6 86.3 86.3 8587 8486 85.80

400 8】.9 81.9 82.8 82.4 8】.9 82.8 86.8 82.93 82.36 82.36

800 77.7 78.6 78.8 78.0 77.7 77.7 77.1 78.03 78.28 78.67/7.13

1200 74.9 75.8 75.8 74.9 72.4 72.6 71.4 73.97 74.30 75.50/1030

1600 73.1 74.0 74.0 73.1 70.0 69.6 74.0 72.54 72.14 73.00

85.80-78.67
=1 .019μm弓/100DS7

一7一



解 説

6)Test%20. 7003∫ ≠320Smal1 TP1.⊥(μ7π)

SIX)ts

DS
1 2 3 4 5 6 7

一
X

2～6
-

X

2～4
-

X

0 89.9 80.0 80.0 88」 89.9 80.0 80.0 83.99 83.60 82.70

400 83.7 83.7 83.7 83.7 81.9 82.5 828 83」4 83.10 83.70

800 79.9 80.3 79.6 79.6 79.8 77.7 78.4 79.33 79.40 79.83/2.87

1200 759 76』 75.9 75.8 74.0 72.2 72.1 75.57 74.80 75.93/6.77

1600 74.0 74.0 72.7 73.8 68.7 67.0 67.8 70.91 71.24 73.50

(fromzero)
}

82.7-79.8
=0 .3625μ7η シ/100DS8

7)Test/621, 700労 井320Sma11 TP5.ノ7(μ7ル)軒a

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7

一

X
2～6

-

X

2二 二4

X

0 88.1 88.1 88.1 88.9 88」 88.9 88.9 88.44 88.42 88.37

400 85.6 85.5 86.3 85.9 85.9 86.3 87.2 86.10 85.98 85.90

800 83.3 82.9 84.6 84.6 82.8 82.8 82.8 83.40 83.54 84.03/434

1200 80.6 8U 81.1 802 79.3 79.3 828 81.06 81.02 80BO/7.56

(fromzero)

今←a
β8.37-84.03

=0 .5425μ7η ク/100DS8

8)Test%22. 7003∫ ≠320Sma11 TP5.⊥(μ7π)

譲 1 2 3 4 5 6 7
一
X

2～6
-

X

2～4
-

X

0 88.1 88.1 88.1 88」 88.1 88.1 88.1 88.1 88』 88.1

400 87.2 86.4 86.3 86.3 85.0 85.0 83.7 85.7 85.80 8633

800 84.7 82.8 83.0 82.9 82.8 81.5 82.8 82.93 82.6 82.90/52

1200 82.8 81.5 81.5 81.1 79.3 77.5 82.4 80.87 80」8 81.37/6.73
(fromzero)

芸a

88.1-82.90
=0 .658

ParalleltoThesubstratetexture

岨/】00DS

一8一



解 説

9)Testノ 后23. 700虹 十320Sma11 TP5.⊥(μ7π)

譲 1 2 3 4 5 6 7
一

X
2～6

-

X

2～4
-

X

0 88.1 88」 88.1 88.1 88.1 88.1 88」 88.1 88.1 88.1

400 86.3 86.3 85.5 85.5 85.1 84.6 83.0 83.76 83.40 85.77

800 83」 83.7 82.7 81.5 81.1 802 81.9 82.03 81.84 82β3/547

1200 81.1 80.2 80.4 80.3 77.7 76.6 78.0 79」9 79.04 8030/7.8

1
(fromzero)

88.1-82.63
=0.68

8
μη/ioODS

10)Test/1624. 7005ゲ 十320Smal1 TP5.⊥(μ?π) 1050材

訳 1 2 3 4 5 6 7
一

X
2～6

-

X

2～4
-

X

03 82.5 84 82.8 85.5 85 85 85.7 84

100 83 83 83 83.2 82.5 84.2 84.5 83.7

400 82 82 82.2 82.2 82 808 86.2 82』

800 80.5 81.5 81 81 79.8 78.2 81 812/2.5

1200 78 78.2 78.2 78.2 78.2 76.0 75 78.2

1600 76 75.5 75 75.5 74 76.5 80 75.3

2000 74.4 73 74 72.2 70」 69.2 66 73.0

83.7-81.2
=0 .3577 μη/100DS

1DTest/625. 7005ゲ 十320Sma1】 TP5.ノ ノ(μ7π)

spots

DS
】 2 3 4 5 6 7

一

X
2～6

-

X

2二4

X

03 87.5 87 87 87 85 84 85 87

400 84.8 84 84 84 82』 82 82 84

800 83 83 83 83 82」 78 80 83/4fromO

1200 80 81.5 81.5 80 78 75.5 83 81

1600 78.5 78」 78 78 722 74』 85 78.03

2000 75 75.8 76
1 175・51

71.5 66 781 1758
　

87-83

8
=0.5μ η/100DS
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解 説

12)Testノ 伍27. 21鰍 →←320Large TP4.」 _(μ7π)

spots
1 2 3 4 5 6 7

2二414二6
DS X X

03 86 86.3 86.1 86 88 88.2 86.】 86.7

100 85 84.5 84.6 85.5 85 852 84.7 85.0

400 78.5 79.9 80 81.3 82 82 79.5 81.】

800 72.2 76 76 76.5 76.5 79 74.7 763/87

1200 68 70 71.6 72.4 72.6 73 69.9 722

1600 62.5 65.2 68 70 69 68.8 65.3 69.1

2000 56 58.5 61.8 62 62.5 62.5 58.5 62.1

85.0-76.3
=1 .2437 岬/100DS

13)Test姦29. 2附 十320 Large TP4.⊥(μ7π)

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7

2～4
-

X

4～6
-

X

03 92 91 90.2 89 89 90

100 88.1 89.4 89.9 89.5 89 90.4 89.5

400 86 86.8 87 86.7 87 89 86.9

800 83.8 83.9 84 84.8 84.9 88.9 84.0/55

1200 78 82 80.2 815 82.8 88.1 81.5

1600 76 78 78.2・ 79.5 81 90 79.6

2000 72 74 77.5 77 79 80 77.8

89.5-84.0
=0 .7867 岨/100DS

14)Testノ 伍31. 21蛎 ≠320 TP5B⊥(μ πL)

spots

DS
】 2 3 4 5 6 7

2～4
-

X

4～6
-

X

03 88.5 89.2 88.5 88.2 89.5 88.7 88.7

100 86 88.5 88 88 87 87.5 87.7

400 82 83 84 84.5 84.7 83 84.4

i800
}

78.8 80 80.7 82.8 82 80 82/5.7

12・ ・;!72;76177.5

1.1
77.5「

1

78.3
!}75・2

・77.8/9.9(100)

「

87.7-80

7
=0 .814 岨/100DS
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解 説

15)Test%32, 2Kク∫ ≠320Large TP5B⊥(μ ηL)

訣 1 2

1

3 4 5

i

6 7
2～4

-

X

4～6
-

X

03 88 88 88 86 86」 86.1 86 86.1

100 86 85 86 86 86 86.2 86.5 86.2

400 79 828 89.3 82.6 82.3 83.6 83 82.8

800 76 77 78 79.3 81 78.5 78 79,6/6.6

1200 67.1 69 72 72.5 73 74 76 73」/13.1(100)

86.2-79.6

7
=0 ,943μ η/ioODS

16)Test%33. 2陶 ∫ ≠320Large TP5B」 _(μ7π)

譲 】 2 3 4 5 6 7
2～4

-

X

4～6
-

X

03 87 88.1 88 89.3 87.6 88 88.5 88.3

】00 86 87.】 87 86.3 86.1 89 86.8 87.1

400 82 84 84 84.1 82.8 83.8 84 83.6

800 74 77.8 77 78.7 76.6 77.0・ 77.8 77.4/97

1200

1

70 71.4 74.2 74.7 75.9 75.6 73.4 75.4

87.1-77.4

7
ニ1 .386μ η/脅00DS

17)Test%34. 2K夢∫ ≠320Large TP5B⊥(μ7π)

spots
1 2 3 4 5 6 7

2～4一 4～6一

DS X X

03 84.2 86 85.9 86 86 85 85.7

100 85 85.9 84.6 86 87 86 86.7

400 80 81 80 81 82 822 81.7

800 72 74 76 76 77.3 76.1 76.5/10.2

1200 71.6 72.6 76 74 76 76 75.3/10.7
1

86.7-76.5

7
=1 .457μ7η//100DS
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解 説

18)Test/635. 1.2陶 フぐ 十240 Large TP4B⊥(μ?π)

spots

DS
1 2 3 4 5 6

17 2～4
-

X

4～6
-

X

03 85 85.7 86 86 86.6 85.6 86.2

】00 85.2 86.5 86.9 87.3 88 86.2 87.4

400 84」 84.5 85.7 86 86 84.4 85.9

800 82 83.7 84.0 84.3 84.1 83.2 84,1/3.3

1200 80 80.3 82 83 82 80.8 82.3

87.4-84,1

7
=0 ,471 μη/100DS

19)Testノ 伍36. L5晦 ∫ 寺240Large TPIB⊥(μ7π)

譲 1 2 3 4 5 6 7
2～4

-

X

4～6
-

X

03 87 88 89.6 88 88 88 88.53 88

100 88 88 87 86.1 87.5 86 86.53

400 82.2 82.5 82.2 82.2 82.5 82.1 82.2

800 76.2 78 78.4 78.2 79.5 79 78,3/8.23

1200 69 72 72.4 74 74 74 74/12.53

86.53-78.3
=1 .1767 岬/100DS

20)Test/1638. 2陶 ∫ 十320]Large TP3B⊥(μ7π)

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7

2～4
-

X

4二 二6

X

03 81 81 82 82 82 81.3 82

100 78 78 78.2 78 78.5 78.1 78.2

400 75 76 77 77 76 76.3

800 69.5 70 70.5 71.8 72 70 71,4/6.8

1200
[

635 64.5 66
1

67 68 64.7 67

78.2-71.4

7
=0 .971 μη/100DS
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解 説

21)Test%39. 1.5Kg∫ 十240 Large TP5B⊥(μ7π)

spots
1 2 3 4 5 6 7

2～4一 4二6

DS X X

03 86 86 85.5 86 85.2 86

100 86 85.5 85 85.5 86 84.5 85.3 85.3

400 82.5 82 82.5 82.5 81.5 82 82.3 82

800 77.5 79 79.2 80 79.5 80 79.4 80/5.3

1200 77.5

i

76.5 77 77 77 77 77 77/8.3

85.3-80

7
=0 .757μ 勉/100DS

22)Test%Wl-1 2Kg∫ 十240 Large TPWI-1(μ ηし) 1050材

spots

DS
1 2 3 4 5 6 7 重 量

9

03 42 24.4565

100 42 24.4557

400 37.6 24.4530

800 33.2 24.4480

42-33.2
=1 .257μ ηL/100DS7

55.7-48.0
=1.1㎎/100DS

7

23)Testノ 伍Wl-2 2Kg∫ 十240 Large TPWI-2(μ 肌) 1050材

訳 1 2 3 4 5 6 7 重 量

03

100

400

800

4L5

41.2

38

33.2

24.4480

24.4473

24,442

24.4395

41.5-33.2
=・1 .186μ7π/100DS7

47.3-39.5
=」 .14㎎/100DS7

一13一



一 解 説 一

24)Test%W2-1.2Kg∫ ≠240Large TPW2-1(μ77し)1050材

譲 1 2 3 4 5 6 7 重 量

03

100

400

800

43.5

42.2

38.2

33.2

24.5488

24.5484

24.5447

24.5400

42.2-33.2
=1 .285μ π/100DS7

48.4-40.0
=1 .2㎎/100DS7

25)Test%W2-2.2Kg∫ 寺240Large TPW2-2(μ7π)1050材

譲 1 2 3 4 5 6 7 重 量

44

43

38.5

34

24.5400

24.5385

24.5355

24.5308

43-34
=1 .286μ 肌/100DS7

38.5-30.8
=1 。1η 段/100DS7

※spots%は,モ ーター側か ら約5㎜ 間隔

※03DSは 最初測定の際位 置決 めの為の捨 てDS

〈Tablelの 説 明 〉

上記 の各測定spotの 数 値で特徴的な ことはこの摩擦 の仕方が往復運動 であり,中 央附近 は常 に

中節点 があると見えてspot%3乃 至/64は 常 に平均値 と相似 の数値を示 している。 この事 は

中央平原 とも云 うべき箇所 は正常的な減厚態様が あると考えてよいようである。 そ して勿論spot

%1と%7は 異 常 を示 すことが多 い。 すなわちこれ はむやみに平均 に入れるべきでな く,寧 ろこ

れ等を枠外に計算か ら外 して置 くべ きであろう。

而か も興味 ある点 はsmallの 機械 の方はspots2～4に,1argeの 機 械 はspots4～6

に中央spotsに 近 い数値が存在 しているよ うに見 られた。 これはその機械の個性 か と見え る。 こ

れ らを考え るとこの場合 は大体1argeの 方 では4～6の 天 を,sma11の 方 は2～4の 烹 を 求

めた ら常 に定常的摩減状態を示す ことができるようである。
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解 説 一

次にDoubleStrokeの 繰 り返 し数 であるが あまり長いと却 って場所的な大差が出るようであ

り,あ ま りに短 いと当初のあ らさ,う ね りな どの影響が来 るようである。時間的 にも余 り長 いこと

は試験速度に影響す る。そ こで最初 はRing3回 転即 ち1200DSを 目標 にしたが,途 中で機械を

返却せねばな らない ことも出て来 て間に合わす為に も800DSま で縮めることを考えた。そ して こ

の間に判別に都合 のよい差で ある10μ 篇 前後 の減厚 ができるにはどれ位の荷重 にすればよいか と

も考えた。そ こで,800DS.2Kg∫,十240メ ッ シペーパ ーの組合わせができた。 さて,最 近

の実験 の結果 を22)～25)の デ ータに示 したが,こ れ らの結果が非常 によ く合 っていることに感

心 している。

4.実 験H応 用 成 績

この方法を実際に適用 して見 る為に,硬 質 アルマイ ト作成工程 の電解温度 と耐摩耗性 の関係を見

た。 これをFig.8及 びFig.9,10,llに 示 す。

各種 の電解温度 による硬質アルマイ トの研削輪平面摩耗試験

下地材料1050-Hl4ロ ール仕上面

電解条件 液13.5%%H2SO4AZ分0.5%

電 流密度3.5A/d㎡60分 間 電圧17～35V

摩耗 試験条件 研削ペーパー240メ ッシカーボラ ンダム

負 荷2Kg∫40rpm

摩耗 速度計算(膜 厚100DSの 時 一 同800DSの 時)/7=Xμ ⑭/100DS

(重 量 〃 一 同 〃)/7=Xηg/100DS

電 解 温 度0℃5℃10℃

WR(下 地 に ⊥ とノ摩 耗 の 平 均)姻 ・・DS1・3211・3571・5

(〃)η 鰯/イ00DSL2651.17851。35

(傾 斜 摩 耗)μ πレイ00DS1.71.71421.83

聖/00DS1.41.4281.53

Fig.8硬 質 ア ル マ イ ト電 解 温 度 と耐 平 面 摩 耗 値 の 関 係
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一 解 説 一

電解温度0℃5℃

WR驚 縞)μ 舶 ・・DS1・3211・357

(〃)㎎/00DS1.2651」785

(傾 斜 マモ ウ)μ η/100DS1.71.7142

㎎/i・ ・DS1141・428

Fig・9硬 質アルマイ ト電解温度 と耐平面摩耗値 の関係

電 解 温 度10℃20℃

WR¢ 警 漏)廟 ・・DS1・52・57

(〃)η 写/査00DSl.351.71

μη/00DS1.833.57(傾斜
マ モ ウ)

ηg/自00DS1.532.54

Fig.10硬 質 ア ル マ イ ト電 解 温 度 と耐 平 面 摩 耗 値 の 関 係
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重量減 膜厚滋
V

摩耗速度

瑠Ds

一 解 説 一

3

2

1

DS%
Ds

3一

240メ ッシカー ボ ラ ンダム

2Kげ 一⊥ノの平均値

100DS当 りの膜厚減

」/
2_

240メ ッ シ

〃
)

甑
一 一 一
⊥

_こ 彰迭

z十 ⊥/
1

ノ 髭 ラニ
,'ゲ ρ
覆ク印

わ2Kg∫ ⊥ ノ の平均値
へ
'奉 ←一一一つ00DS当 りの重量減

摩耗 速 度

膜 厚 減

1_ 一 一 一 重 量 減

051020電 解 温 度

Fig.11.硬 質 ア ル マ イ トFig.8.の 図 示

電解温度と摩耗速度の関係く難 灘

(研 削輪平面摩耗試験機 による)

実験条件 は1050-Hl4材,電 解条件 一 液13。5%H2SO4

電 流 密度:3.5!レ 硲諾 時間60分 間,温 度:0℃,5°,10馬20緊

平面摩耗試験条件:ペ ーパ240メ ッ シcarborundum,荷 重:2Kg∫

ス ト・一ク速度4・D騨 ・8° °ラ 】°L
..….岬 凶1・ ・DS

デ ー タはFig.8,9,10,ll中 に記載。

減厚度 と電解度 との関係 は実 によく低温硬質皮膜 の性 質を示 している。 さ らにまた写真 に見 られ

る通 り,電 解温度 と皮膜色 と耐摩耗性 データの関係 が判然 としている。

これ らを見 るとこのDSと ペーパの種類,負 荷の決 め方等 はそ う間違 ったものではないようであ

る。 これだけ明確 にこの種 の性格を示 し得 るものはど うも現在 は他 にないのではないかと痛感 した。
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一 解 説 一

5結 言

実験1の1)～2Dは,昨 年実験 に取掛 った最初 の頃 に実施 した もので,陽 極酸化 に も未熟 な点

が多 かったため種 々の摩耗試験条件を暗中模 索 し,得 られ るデータ もや ～不ぞろいであった。 しか

し実験1の22)～25)の 最近 のデータおよび実験 皿は非常 によ く合 って来 ている。ゆえに現在扱 っ

ている試験条件 は硬質 アルマイ トの評価 に大体適 しているよ うに感 じられる。なお耐摩耗性 テス ト

は硬 さの結果 と同調することもあるが相違す ることが多 い。例 えばアルマイ トに油分 などを浸潤 し

た場合,粉 末 にまみれ させた場合 など全然違 って来 る。 このよ うな例 では,此 の試験方法 は殊 に大

きな偉力を発揮 することになるであろ う。最後 に今一度結論 的に私の胸に描 くこの平面摩耗試験機

による比較用規準的操作方式 を列記す ると,

「アル ミニウム製研削輪:50㎜ φ ×12㎜ 巾,ペ ーパーあ らさ:≠240メ ッ シ,

Carborundum裏 糊 ペーパ ー(目 下B荘hler社 製),往 復 工程:巾12㎜ ×長 さ30㎜

但 し長 さ30㎜ の中ヘ ッ ド部3㎜ 及び残 りの端部 はテス ト結果 により除去 すべ き点 を考える。

往復速度:1分 間40DS,負 荷:2Kg∫,規 準往復回数:800-100,

鮮 比較規準値 ・1・・DS当 り8° °ヂ °゚ の …… μ舶 ・・DS

又 は η舶00DS」

報告事項の中には皮膜色感などを附け加える。

最後に本実験に当り花見化学 ㈱ より実験室とその諸道具類 諸薬品類,稼 動経費類の供与を受

け,ス ガ試験機㈱ から試験機の貸与を受け,又 軽金属製品協会,小 山田軽金属奨学会,お よび硬

質アルマイト委員会並びに近畿アルミニウム表面処理研究会の方々の多大の御後援 と援助を受け、

たゴたゴ心か ら感謝する次第であります。


